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団体名 特定非営利活動法人 産業防災研究所 

活動テーマ 堺泉北地域における企業防災と地域防災をつなぐ支援活動 

 

  

 
 

 

臨海部に位置する大規模工業地帯では，地震・津波により石油コンビナート等から油やガスなど危険物質が流出し，

海域を含む周辺地域を巻き込んだ大規模な災害を引き起こす可能性を有している．このような自然災害に起因する産

業災害は，わが国においてはこれまでにあまり経験したことのない災害であり，さらにその対策は民間企業に依存し

ているため市街地まで被害が波及することが予想される場合に，地域防災の観点からどのように備えるべきなのか

が課題である．今回の活動では，工業地帯に立地する企業が講じている防災対策の実態を明らかにするとともに，地

域住民の産業災害に対する防災意識を明らかにすることを目的として，まず特定事業所の１つである三井化学（株）大

阪工場を訪問し，地震や津波などの自然災害に対するリスク認識および防災対策に対してヒアリングを行った．また，

一般社団法人日本化学工業協会を訪問し，企業が行う市民との対話事業であるレスポンシブル・ケア活動についてヒ

アリング調査を実施した．また，企業と地域住民，地域行政の間のリスクコミュニケーションの向上を目指すために，

沿岸部の地域住民に対して特別防災区域のリスクの認知度について尋ねるとともに，考えられる２次災害（爆発，火

災，化学物質の漏えいなど）に対する住民意識を調査した．さらに，学識者および企業の防災担当者を招いて防災シ

ンポジウムを開催し，特別防災区域に隣接する地域の防災上の課題について整理した．アンケート調査およびシンポ

ジウムでは市民の防災に対する様々な意見を聞くことができた．特にシンポジウムでは，産業防災と地域防災の間

のギャップや住民と企業とのリスクコミュニケーションの不足，予測技術の開発の必要性が指摘され，行政の積極的

な関与や被災シミュレーション技術の向上が必要であることが明らかになった． 

 

 


